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研究要旨 
多様なニーズに対応する地域完結型情報提供・相談支援システムの確立を目指
し、地域の情報提供・相談支援体制を検証して、これを補強しうる人材養成を促
進し、地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情報提供体制の在り方、必要な人材
の育成とその介入モデル、療養を含めた地域情報づくりモデルを提案することを
目的とし、2年目となる平成30年度も引き続いて、①地域ニーズに基づく情報提
供体制の在り方研究と、②支援体制活性化人材の養成並びにその介入モデルの確
立研究を並行した。①では、１都5県を対象に平成29年度に行った「がん患者さ
んとご家族向け支援の実態調査」のアンケート回答をまとめ、a) 拠点病院のみな
らず、一般病院/診療所などの診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/
保健所/公共図書館、患者会・患者支援団体等、各々で相談ニーズがあり、b) 施
設属性により相談内容に差がみられ、また、c)相談件数によっても、相談内容に
相違があること、を明らかとした。また、その結果から、相談対応マニュアル作
成や介入モデルの構築に際し、相談ニーズに地域差があるのか、各地域の施設属
性や分布、相談件数の差がこれを生んでいるのか、作業仮設を明確にする必要性
が生じたため、全国規模のアンケート調査実施に変え、平成29年度アンケート回
答施設に対するインタビュー調査を1都5県で2019年1～3月に実施した。②では、
日本癌治療学会のがん医療ネットワークナビゲーター制度を対象に、その普及・
展開を支援した。結果、シニアナビゲーター55名、ナビゲーター160名を資格認
定、資格取得予備軍となるe-LEARNING受講者も620名まで増加した(H31.2.1
3)。また、認定がん医療ネットワークナビゲーターについてのアンケート調査を
実施し、資格取得者が効率的に機能できる体制の構築が課題であることを明らか
にした。 
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Ａ．研究目的 
生活圏で異なる多様なニーズに対応し、求
められるものへと正確につなぐ地域完結型
情報提供・相談支援システムの確立を目指
し、地域の情報提供・相談支援体制とこれを
補強する人材養成プログラムを検証・支援
し、地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情
報提供体制の在り方、これを効率化する人
材の育成と介入モデル、療養を含めた地域
情報づくりモデル等を提案する。 
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Ｂ．研究方法 
【全体計画】 
本研究では、Work Package (A). 地域ニー
ズに基づく情報提供体制の在り方研究と、
Work Package (B). 支援体制活性化人材の
養成並びにその介入モデルの確立研究を並
行し、下記のロードマップに従い、ともに 3
年間で①各地方の支援体制の実態把握・実
効性検証、②ニーズの抽出、③対応モデル・
マニュアルの提案の 3 ステップを消化し、
総括に結ぶ。 
１）ロードマップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Work Package (A)  
初年度には、がん医療ネットワークナビゲ
ーター養成プロジェクト（H26-がん政策-一
般-007）でモデル事業を展開した人口構成、
地理的、文化的背景、がん 5 年生存率の異
なる福岡、熊本、群馬の 3 県とその近隣地
域を対象に、がん診療連携拠点病院相談支
援センター/地域統括相談支援センター/医
療・ケアネットワーク等を対象とした数値
統計や患者、患者家族、がん医療・在宅・介
護福祉関係者、相談員、ピアサポーター、が
ん教育関係者に対するアンケート，面談等
によって各地域の情報提供・相談支援の実
効性を検証する。平成 30 年度には、地域に
おけるがん対策の推進と患者支援に資する
介入モデルの作成に関する研究（H22-がん
臨床-一般-007）のノウハウを活かし、比較
解析によりその地域差と各地域の特色ある
ニーズを明らかにし、最終年度には、全国で
参照可能な情報提供・相談支援の有効性向
上モデル、都道府県・市区町村向け地域情報
づくりモデル、がん医療・在宅・介護福祉関
係者、相談員向け情報提供ツール・マニュア
ルの提案を行う。 
Work Package (B) 
3 年間継続して、日本癌治療学会、がんサポ
ーティブケア学会、緩和医療学会などの情
報提供・相談支援体制活性化人材の養成活
動を調査して連携を図り、がん医療ネット
ワークナビゲーター制度を中心にその人材
養成活動を支援し、平成 29・30 年度の 2 年
間をかけて、ピアサポーター養成事業も含
め、それらプログラムの開始前後の相談者

数、地域医療・ケアの利用者数の変動解析等
からそれら人材養成事業の効果を検証し、
最終年度には、Work Pachage (A) との統合
解析を経て、情報提供・相談を求める患者・
家族を効率よく専門的施設に集約する協力
人材の養成プログラムの展開と有効なその
介入モデルの提案に至る。 
 
研究実施体制 
 
研究代表者(西山)：事業の計画立案と統合解

析・研究総括 
Work Package (A)  
地域ニーズに基づく情報提供体制の在り
方研究 
① 実効性検証研究：片渕，藤，渡邊（研

究分担者），佐々木治一郎（研究協力
者） 

② 地域ニーズの検討：調（研究分担者），
境 健爾，浅尾高行，矢野篤次郎（研
究協力者） 

③ 対応モデル・マニュアルの提案：渡邊，
藤（研究分担者），竹山由子，矢野篤次
郎（研究協力者） 

Work Package (B)  
支援体制活性化人材の養成並びにその介
入モデルの確立研究 
① 人材養成支援：相羽（研究分担者）、

佐々木治一郎，加藤雅志（研究協力者） 
②地域ニーズの検討：相羽（研究分担者）、

吉田 稔，浅尾高行，矢野篤次郎（研
究協力者） 

③ 介入モデル・地域情報づくりマニュア
ルの提案：片渕，渡邊（研究分担者）、
竹山由子，矢野篤次郎（研究協力者） 

 
【平成 29 年度研究計画】 
 
Work Package (A)：地域の情報提供・相談
支援の実効性検証 
① がん診療拠点病院の意識調査(2016 年 6

月) 等の客観情報や、がん医療ネットワ
ークナビゲーターによるがん医療情報提
供強化プロジェクト（H26-がん政策-一
般-007）を先行展開した熊本県、福岡県、
群馬県での関係者からの意見収集により、
現状の情報提供・相談支援体制の課題、
地域ニーズを整理する。 

② 上記 3 県に加え、東京、神奈川の一部と
大分県を対象に、相談対応・情報提供・
連携施設計 1,991 施設（がん診療連携・
拠点病院、地域統括相談支援センター、
病院/診療所、保険薬局、地域包括支援セ
ンター、訪問看護事業所、市区町村窓口、
保健所、患者会・患者団体など）を抽出、
アンケートによる「がん患者さんとご家
族向け支援の実態調査」を実施する。回
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収率を高めるため締切を 12 月末として
調査票を再送し、年度内にデータを集計
して調査を完了する。 

Work Package (B)：情報提供・相談支援の
活性化人材の養成支援 
① 情報提供・相談支援体制の活性化に資す

る人材の養成に関し、がん診療連携拠点
病院・がん診療連携病院を対象とした事
業を除き、全国規模で組織的・継続的に
これを実施、検証している認定事業を調
査する。 

② 日本癌治療学会と連携し、がん医療ネッ
トワークナビゲーター制度の実施を支援
し、全国展開を加速して、人材養成を促
進する。 

③ がん医療ネットワークナビゲーターの有
効性検証のため、資格取得者に実態調査
をアンケートにて行う。 
 

【平成 30 年度研究計画】 
 
Work Package (A)：地域の情報提供・相談
支援の実効性検証 
① 情報提供・相談支援に関する地域差と

各地域の特色あるニーズを整理する。 
➀-1. 平成 29 年度アンケート調査「がん
患者さんとご家族向け支援の実態調査」
を解析し、まとめる。 

➀-2. ➀-1 の結果に基づき、その内容を
確認、深掘りして１都５県のアンケート
回答施設を対象に、がん医療ネットワー
クナビゲーター（シニア及びナビゲータ
ー）によるインタビュー調査（地域ニー
ズ調査）を実施する。 

Work Package (B) 
① 情報提供・相談支援体制の活性化に資

する人材の養成に関し、がん診療連携
拠点病院・がん診療連携病院を対象と
した事業を除き、全国規模で組織的・継
続的にこれを実施、検証している認定
事業を再調査する。 

② 日本癌治療学会と連携し、がん医療ネ
ットワークナビゲーター制度の実施を
支援し、全国展開を加速して、人材養成
を促進する。 

②-1. シニアナビゲーターをモデレーター
としたコミュニケーションセミナーを実
施、地域でのセミナー開催を促進する。 

②-2. 都道府県ごとに 2施設以上計 100 施
設の実地見学施設（認定施設）を認定す
る。 

②-3. プレスリリース等により、同制度に
ついてさらなる広報を展開する。 

②-4. 資格取得者の総計で、シニアナビゲ
ーター40 名、ナビゲーター300 名を目標
に、養成と認定を行う。 

②-5. がん医療ネットワークナビゲーター

の有効性検証のため、資格取得者により
実態調査を行う。 

③ がん医療ネットワークナビゲーターの
有効性検証のため、がん診療拠点病院
等地域がん医療情報ネットワーク関連
施設を対象とした情報提供・相談支援
の変化調査を行う（平成 31 年 3 月まで
に）。 

③-1.調査指標を確定する。 
③-2.調査票を配布・回収する。 
③-3.調査票の分析を完了する。 

 
④ 実態調査、変化調査の統合解析を行い、

がん医療ネットワークナビゲーターの
有効性を評価・検証する（平成 31 年 3
月までに）。 

 
（倫理面への配慮） 
 
本研究は、現有課題の解決を目指した新

たな医療情報の提供・相談支援体制モデル、
これに必要な人材養成とその介入プランに
ついて提案を目的とした研究で介入試験を
伴わない。ただし、モデル事業における評価
は疫学研究の対象になるとも考えられ、「人
を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
を遵守してこれを行う。 
必要に応じ、研究対象者に対する個人情報
の管理、人権擁護上の配慮、不利益・危険性
の排除や説明と同意（インフォームド・コン
セント）への対応を含めた研究計画につい
て、すべての研究参加予定施設で、全施設の
関連倫理審査委員会に申請して審査を受け
る予定である。個人情報は匿名化するが、臨
床情報との連結が必要な場合も想定される
ことから、その際には、個人情報管理者を各
施設に置いて連結表を管理する。得られた
データは、連結可能匿名化により新たに分
類され、個人情報管理者がパスワードによ
るログイン機能を付加した特定のコンピュ
ター内でのみ保存する。照合は個人情報管
理者のみが行う。また、研究参加施設のプラ
イバシー保護ポリシーとその管理体制に従
い、プライバシー保護管理責任者およびプ
ライバシー保護担当者を定めるなど、個人
情報の利用にあたっては情報流出のリスク
を最小化すべく各種安全管理対策を講じる。
臨床試験でないためにモニタリング・監査
に関する特別な体制は構築しないが、研究
代表者分担者は、研究の適正性及び信頼性
を確保するために必要な情報を収集し、検
討するとともに、研究参加機関の長に対し
てこれを報告し、その依頼を受けた倫理審
査委員会の審査を受け、研究参加機関の長
の指示・決定に従って研究を実施する。 
検証のための評価指標は、研究の進展とと
もに追加あるいは削除する可能性があり、
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確定時点で、計画書、説明文書、同意文書、
同意取り消し文書の作成を開始し、その完
成後に各施設の審査申請書を作成する。 
 
Ｃ．研究結果 
 
Work Package (A) 地域ニーズに基づく情
報提供体制の在り方研究 
平成 29年度のアンケート調査にて、a) 拠

点病院のみならず、一般病院/診療所などの
診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町村
窓口/保健所/公共図書館、患者会・患者支援
団体等、各々で相談ニーズがあり、b) 施設
属性により相談内容に差がみられ、また、c)
相談件数によっても、相談内容に相違があ
ること、が明らかとなった（資料１平成 29
年度追加成果：平成 30 年 4 月追加、平成 30
年 10 月学会発表）。相談ニーズに関し、地
域差がみられたが、相談対応マニュアル作
成や介入モデルの構築時の作業仮設を明確
にするため、その差が地域特性によるもの
か、施設属性や各地域のその分布差、相談件
数の差によるものか、を明らかにする必要
が生じたため（資料 2）、全国規模のアンケ
ート調査実施に変え、平成 29 年度アンケー
ト回答施設に対するインタビュー調査を 5
県で実施した（2019 年 1～3 月）（資料３，
４）。 
この調査は、地域の相談ニーズの収集活

動の一環としてがん医療ネットワークナビ
ゲーター（シニア及びナビゲーター）がイン
タビュアーとして参画する形式で行われ、
その有効性を検証するために参画ナビゲー
ターへのアンケート調査も行った（資料５）。  
詳細は次年度の解析を待たねばならない

が、聞き取り調査では、1) 医療機関におけ
る積極的医療相以降の医療とケアの継続性
に問題点が多く、2) 医療、介護、生活支援
に関する相談支援体制も連携に乏しく、担
当者間での情報共有が十分でないことなど
が示され、各病相でのニーズに十分対応で
きていない実情がうかがわれた。 
 
Work Package (B) 地域ニーズに基づく
情報提供体制の在り方研究 
(1) 情報提供・相談支援体制の活性化に資

する人材の養成制度調査 
ピアサポーター養成事業, 就労支援研

修事業, 学会等その他の認定制度等、を中
心に、該当すると思われる実施組織、期間、
施設ならびに有識者への問い合わせを継
続したが、全国規模で組織的・継続的・系
統的にこれを実施し、有効性の検証に至っ
た認定事業は見いだせず、調査を終了した。  
しかしながら、現在、厚生労働省委託事

業 「がん総合相談に携わる者に対する研
修事業」（日本サイコオンコロジー学会）、

「両立支援コーディネーター」の研修を受
講した相談支援員を対象とした厚生労働
省「がん患者の仕事と治療の両立支援モデ
ル事業公募要項がん患者等に対する就職
支援事業」等が進行中で、その結果を注視
し、関係組織との連携を図っていくことと
した。 

 
(2) 日本癌治療学会との連携による、がん

医療ネットワークナビゲーター養成
支援 

日本癌治療学会と連携し、相談支援活性
化人材としてがん医療ネットワークナビ
ゲーターの養成を支援した。シニアナビゲ
ーターもモデレーターとして参画するコ
ミュニケーションセミナーを全国へと展
開、福岡（4 月）、大宮（7 月）、横浜（10
月）、岡山（平成 31 年 3 月）で開催（資料
６）、実地見学施設も、35 都道府県 80 施
設に増加させるなどして（資料７）、シニ
アナビゲーター55名、ナビゲーター160名
が資格認定された。また、資格取得予備軍
となる e-LEARNING 受講者も 628 名ま
で増加した(H31.2.13)（資料８）。 
さらに、同制度について広報を推進し、

2018 年 6 月 5 日 NHK クローズアップ現
代「“最先端”がん治療トラブル」
（https://www.nhk.or.jp/gendai/archives
/201806/）にて米国の「キャンサー・ナビ
ゲーション」制度、本邦の試みとして、が
ん相談支援センター、がん診療拠点病院の
「緩和ケアチーム」とともに、日本癌治療
学会などが「認定がん医療ネットワークナ
ビゲーター」などの取り組みもスタートし
ているとして紹介された（資料９）。また、
行政等へも働きかけ、北海道がんセンター
では、「認定がん医療ネットワークナビゲ
ーター」の育成事業が開始された。神奈川
県議会では、同県知事により、日本癌治療
学会と連携して、相談支援センターでの相
談につなげる役割を担う「認定がん医療ネ
ットワークナビゲーター」を活用するなど、
相談支援の充実を図る方針が示され、三重
県津市では同市役所で月 1 回程度ナビゲ
ーターが患者相談支援を受けられる体制
がとられることとなった（資料１０）。 

 
(3) がん医療ネットワークナビゲーターの

有効性検証 
 認定がん医療ネットワークナビゲーター

へのアンケート調査 
初年度のシニアナビゲーターへのアンケ

ート調査に引き続き、がん医療ネットワー
クナビゲーター（ジュニア）の資格を取得し
た 64 名を対象に、有効性検証のためのアン
ケートによる実態調査を行った。資格取得
後短期間であったにもかかわらず、すでに
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地域ニーズの収集や適切な相談施設への紹
介などの活動を開始しており、概して対応
件数は少ないものの、すでに月 20 件以上対
応しているナビゲーターも 2 名存在した。
一方で、課題として、がん診療連携拠点病院
の相談支援センターとの連携や継続的な知
識習得等の課題も示された（添付資料１１）。 
 聞き取り調査参加ナビゲーターへのアン

ケート調査 
本アンケート結果は次年度の解析となる

が、いまだナビゲーター制度の認知度が低
く、活動の場やその内容に大きな制限があ
り、地域で活発に相談支援活動を展開する
には、行政や学会、医療施設をはじめ、関連
する諸機関・施設の理解と支援が不可欠で
あるとの回答が多くよせられた（添付資料
１３）。 
 
Ｄ．考察 
 がんに関する適切な情報提供は、今なお
国民の強い要望である。一定の成果は認め
られるものの、依然、相談支援センターの低
い認知度・利用率、施設・地域間格差、多様
化する相談ニーズ、などの課題が指摘され
ている。人口構成や地理的、文化的背景が異
なる地域では当然ニーズも、有効な対応体
制も異なるものと考えられ、また、限りある
医療資源のなか、その広報にも限界があり、
地域に根差してこれへとつなぎ、広める支
援人材と地域の情報づくりの効果的モデル
やマニュアルの提案は必須と思われる。 
 昨年度に行った「がん患者さんとご家族
向け支援の実態調査」と、その解析結果を確
認、深掘りした本年度の聞き取り（インタビ
ュー）調査で、ほぼ、a) 拠点病院のみなら
ず、一般病院/診療所などの診療施設や薬局、
介護療養支援施設、市町村窓口/保健所/公共
図書館、患者会・患者支援団体等、各々で相
談ニーズがあり、b) 施設属性により相談内
容に差がみられ、また、c)相談件数によって
も、相談内容に相違があること、が明らかと
なった。実施した調査はいずれも探索的な
もので、その精度・信頼度には限界はあるも
のの、情報提供・相談支援へのニーズに生活
圏による特徴が認められたのは、回答して
いただいた施設の属性に大きく影響されて
いる可能性があるものと考えられる。当然
がん診療連携拠点病院やその他の大規模医
療機関、介護施設、在宅・居宅医療施設等の
数や分布はことなり、これをもって地域特
性ということもできるが、真に効果的な相
談支援体制を構築するには、施設属性ごと
のマニュアル作成が極めて大きな意味を持
つものと考えられる。 
また、現状において、がんはそのすべてを

確実に治癒へと導ける疾患ではない。積極
的医療相の場合だけが相談支援の対象では

なく、社会復帰後も、また、介護や在宅医療
に移行した場合も、さらにはホスピスに入
所した場合でも、いかなる相であっても相
談ニーズはあり、適切な情報提供が求めら
れる。いうまでもなく、その内容は、病態や
生活環境で大きく異なる。しかしながら、今
年度の調査では、医療機関、介護施設、在宅・
居宅施設等、医療とケアの一貫した連携体
制が十分に機能せず、情報共有も不十分で、
相談支援業務に大きな支障をきたしている
ことも示唆された。さらには、介護関係者は
医療上の知識が十分ではなく、医療関係者
は介護の知識に乏しく、研修会も別々で、コ
ミュニケーションをとることも、互いの受
入体制にも支障が生じていることも指摘さ
れている。市町村、県レベルでの情報交換や
研修の場が希求されている。医療、生活支援、
介護が板になってこその、がんの医療とケ
アである。この状況に目を向けた行政への
提言も不可避であろう。 
相談内容の多様化は、施設間、地域間格差

を生み、また負担の増大による広報の不足
から、その認知度の低下を招いている。急速
な情報提供・相談支援体制の整備とともに、
相談支援センターや国立がん研究センター
のがん情報サービスは質、量ともに大きく
進歩しているものの、そこにたどり着くこ
とのできない情報難民は今なお少なくない。
地域に根差してこれへとつなぎ、広める支
援人材の養成は必須であり、様々な試みが
行われてきたが、全国規模で組織的・継続的
にこれを実施、検証している制度は見いだ
せず、その点において、日本癌治療学会の認
定ナビゲーターの養成事業は支援する価値
あるものと考えられる。 
患者の病態、時相に応じた複雑で多様な

ニーズに対し、地域の経験や創意を取り入
れ、多様な主体が役割分担の下に参加する
地域完結型の情報提供、相談支援とそれに
必要な人材育成体制の確立は、①がん対策
推進基本計画の分野別施策と個別目標であ
る「地域の医療・介護サービス提供体制の構
築」、「がんに関する相談支援と情報提供」の
実現に直接的に反映しうるものといえ、ひ
いては、同計画の全体目標である「全てのが
ん患者とその家族の苦痛の軽減と療養生活
の質の維持向上」、「がんになっても安心し
て暮らせる社会の構築」の実現に大きく寄
与するものと考えられる。また、②これに有
効な人材の養成は、学会の認定資格制度等
として継続して展開、多職種・多領域専門家
による教育の質の向上を促すものとなる。
さらに、③こうした人材による地域におけ
る広報活動は、地域の「がん教育」や「がん
患者就労支援」にもつながり、職種を問わな
い人材養成により、経験を活かせる新たな
雇用機会の創生、ワーキングシェアの概念
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普及、導入機会の増加の可能性をも生むと
考えらえる。 
 地域におけるがん対策の推進と患者支援
に資する介入モデルの作成に関する研究
（H22-がん臨床-一般-007）のノウハウを活
かし、比較解析によりその地域差と各地域
の特色あるニーズを明らかにし、全国で参
照可能な情報提供・相談支援の有効性向上
モデル、都道府県・市区町村向け地域情報づ
くりモデル、がん医療・在宅・介護福祉関係
者、相談員向け情報提供ツール・マニュアル
の提案を行う最終年度の研究へとつないで
いく。 
 
Ｅ．結論 
平成 30 年度は、１都 5 県を対象に平成 29

年度に行った「がん患者さんとご家族向け
支援の実態調査」のアンケート回答をまと
め、その結果から、全国規模のアンケート調
査実施に変え、平成 29 年度アンケート回答
施設に対するインタビュー調査を 2019年 1
～3 月に 5 県で実施した。詳細は次年度での
解析を待たねばならないが、アンケート調
査で示唆された結果、すなわち a) 拠点病院
のみならず、一般病院/診療所などの診療施
設や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/
保健所/公共図書館、患者会・患者支援団体
等、各々で相談ニーズがあり、b) 施設属性
により相談内容に差がみられ、また、c)相談
件数によっても、相談内容に相違があるこ
と、がほぼ確認され、新たに、1) 医療機関
における積極的医療相以降の医療とケアの
継続性に課題が存在し、2)相談支援体制も医
療、介護、生活支援に関する連携に乏しく、
担当者間での情報共有が十分でないことな
どから、各病相でのニーズに十分対応でき
ていない実情が浮き彫りとなった。 
また、日本癌治療学会のがん医療ネット

ワークナビゲーター制度を対象に、その普
及・展開を支援し、シニアナビゲーター55 名、
ナビゲーター160 名が資格認定に至った。資
格取得予備軍となる e-LEARNING 受講者
も 620 名まで増加しており、当初の目標を
大きく上回っている。さらに、認定がん医療
ネットワークナビゲーターについてのアン
ケート調査を実施し、資格取得者が効率的
に機能する体制構築が課題であることを明
らかにした。 
これらの研究結果に基づき、次年度（最終

年度）には、病態や時相によって異なる患
者・家族の複雑で多様な相談ニーズに対し、
真に有効な地域完結型の情報提供、相談支
援とそれに必要な人材育成体制の在り方、
モデル、マニュアルを提案する。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
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Esophagus. Internatl Soc for Dis of 
the Esophagus 2018 World Congress, 
Vienna, 2018.9.18 

5) Ikebe M, Ohta M, Sugiyama M, 
Morita M, Toh Y. Neoadjuvant 
Chemotherapy Plus Surgery for Non-
T4 cStage II/III Esophageal Cancer. 
Internatl Soc for Dis of the Esophagus 
2018 World Congress, Vienna, 
2018.9.18 

6) Kato K, Igaki H, Ito Y, Nozaki I, Daiko 
H, Yano M, Nakagawa S, Takagi M, 
Tsunoda S, Abe T, Nakamura T, 
Hihara J, Toh Y, Shibuya Y, 
Mizusawa J, Katayama H, Nakamura 
k, Kitagawa Y, Japan Esophageal 
Oncology Group of Jpan Clinical 
Oncology Group (JCOG) Japan. 
Parallel-group controlled trial of 
esophagectomy versus 
chemoradiotherapy in patients with 
clinical stage 1 esophageal carcinoma 
(JCOG0502). Rapid Abstract Session 
A: Cancers of the Esophagus and 
Stomach, ASCO-GI 2019, San 
Francisco, 2019.1.17 

7) 渡邊清高．アドバンス・ケア・プランニ
ングとは．シンポジウム「終活」医療の
現場から，第 23 回板橋区医師会医学会
区民公開講座，東京，2018.12.16 

8) 落合亮介，本田 健，石原昌志，深澤陽

子，坂本貴彦，丹澤 盛，太田修二，市
川靖子，渡邊清高，関 順彦．免疫療法
中に Pseudoprogression の診断が困難
であった進行肺扁平上皮癌の 1 例．第
647 回日本内科学会関東地方会，東京，
2018.12.8 

9) 矢口明子，木下乙女，早川雅代，沖崎 歩，
木内大佑，坂元敦子，松本陽子，渡邊清
高，若尾文彦，高山智子．エビデンスが
少ない領域における患者向け情報の作
成・提供方法の検討：療養情報を例に．
第56回日本癌治療学会学術集会，横浜，
2018.10.19 

 
H．知的所有権の取得状況 
 本研究に直接関連する知的財産権の出願・
取得はない。 
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総括研究報告書添付資料一覧 

 

資料１  平成 29 年度がん患者さんとご家族向け支援の実態調査（分担研究者/渡邊清高 第 56 回日

本癌治療学会学術集会発表スライドより抜粋） 

 

資料２  平成 29 年度がん患者さんとご家族向け支援の実態調査における地域ニーズ（分担研究者/渡

邊清高 平成 30 年度聞き取り調査時説明スライドより抜粋） 

 

資料３  聞き取り調査参加依頼状 

 

資料４  聞き取り調査概要 

 

資料５  聞き取り調査参加ナビゲーターへのアンケート調査 

 

資料６  がん医療ネットワークナビゲーター制度：スケジュール概要 

 

資料７  がん医療ネットワークナビゲーター制度：実地見学施設と地域指導責任者 

 

資料８  がん医療ネットワークナビゲーター制度：認定状況 

 

資料９  がん医療ネットワークナビゲーター制度：報道例 

 

資料１０ がん医療ネットワークナビゲーター制度：自治体による相談支援体制への組込み例 

 

資料１１ がん医療ネットワークナビゲーター制度の有効性検証（ナビゲーター・アンケート調査） 
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資料２ 
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資料３ 
 

平成 30 年 11 月吉日 
 
○○○○○○  
○○○○様 
 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談談支援体
制の在り方：地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及（H２９-が
ん対策-一般―００４） 

研究代表者 
（群馬大学大学院医学系研究科・教授） 

西山正彦 
 

厚生労働科学研究インタビュー調査ご協力依頼 
 

日頃より厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業）生活・療養環境による要望特性に
応じたがん情報提供・相談談支援体制の在り方：地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及（H２９-
がん対策-一般―００４）の活動にご助力とご支援を賜り誠に有り難うございます。 

さて、昨年度（2017 年度）ご協力いただきました、アンケート調査ですが、対象 6 県 2004 施設のう
ち 763 件よりご回答を得ることができ、この種の調査では極めて高い回収率となりました。改めてここ
に感謝申し上げます。 

 
その解析ですが、 

① 拠点病院のみならず、一般病院/診療所などの診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/
保健所/公共図書館、患者会・患者支援団体等、各々で相談ニーズがあり、施設属性により、ま
た、相談件数により、相談内容に相違があること、 

② 連携ニーズ、教育研修ニーズについても施設間差がみられること、 
などの、興味深い結果が得られています。 
このことは、がんの経過中に発⽣する多様なニーズに対して、さまざまな専⾨性を有する関係者がニ

ーズに応じた情報を整理して、⽀援体制の標準化を推進する、また、施設ニーズに応じた教育研修機会
を確保することによって、がん患者・家族の方々が必要とする情報や⽀援に、よりつながりやすくなる
可能性がある、ことを示唆しており、施設属性ごと、生活・療養環境ごとに、情報ニーズを把握して情
報提供モデル（マニュアル）を作成することで、がん患者さんが、どこでも、どんな時期でも、医療・
療養・生活支援などの幅広い情報を入手し、活用していくことができるような、より効果的な仕組みを
作ることができる可能性を示していると考えることができます。 
 

つきましては、アンケート調査の結果を踏まえ、さらに具体的な対応モデルの事例を収集してマニュ
アルを作成すべく、上記アンケート調査にご協力いただいた皆さまを対象に、別紙記載の要領で、イン
タビュー調査を行うことといたしました。 
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別紙内容ご確認の上、同封のＦＡＸ返信用紙にて、ご参加いただける可能性
につき 12 月 1４日（金）までにご回答いただければ幸いです。なお、ご回答

結果をもとに、インタビュー調査の日時を調整し、正式な招聘状を送付させていただきます。 

 

なお、本調査の依頼に関しましては、地域を限定して調査を行った神奈川県を除く、５都道府県

のがん対策推進協議会（会議）、がん診療連携協議会にもお知らせしております。 

 

日常業務にお忙しい中ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、なにとぞご協力賜り

ますよう、お願い申し上げます。 

 

なお、各地域における本研究の研究分担者・協力者連絡先は以下のごとくなっております。ご不

明な点ございましたら、なんなりとご連絡いただければ幸いです。 
 

① 福 岡：藤 也寸志・竹山 由子  

独立行政法人国立病院機構 九州がんセンター  

電子メール：ytoh@nk-cc.go.jp（藤）、takeyama.y@nk-cc.go.jp（竹山） 

電話：092-541-3231／FAX：092-551-4585 

② 熊 本：片渕 秀隆 

熊本大学大学院生命科学研究部 産科婦人科学 

電子メール：buchi@kumamoto-u.ac.jp 

電話：096-373-5265／FAX：096-363-5164 

③ 群 馬：西山 正彦(研究代表者) 

群馬大学大学院医学系研究科 病態腫瘍薬理学 

電子メール：m.nishiyama@gunma-u.ac.jp 

電話：027-220-7960／FAX：027-220-7963 

④ 大 分: 矢野 篤次郎 

独立行政法人国立病院機構 別府医療センター 

電子メール：yano.tokujiro.ej@mail.hosp.go.jp 

電話：0977-67-1111／FAX：0977-67-5766 

⑤ 東 京：相羽 惠介 

東京慈恵会医科大学/医療法人東光会 戸田中央総合病院 腫瘍内科 

電子メール：k_aiba@tmg.ac.jp 

電話：048-442-1111(内線 3500)／FAX：048-433-4076 

⑥ 神奈川：佐々木 治一郎 

北里大学医学部附属新世紀医療開発センター 

電子メール：saji@med.kitasato-u.ac.jp 

電話：042-778-8111／FAX：042-778-8441 
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インタビュー調査概要（調査対象施設用） 

（調査参加施設数等により一部変更が生じる可能性があります。） 

 

1．調査の目的：相談ニーズ、連携ニーズをもとに、情報提供・相談支援の対応モデル・マニュアル

の作成に向けた要素を抽出します。インタビューで得られた意見や提案を集約し、対応モデル・マニ

ュアルの素案を作成し、全国で応用可能な内容を目指すものとします。 

 

2．調査の対象 

2017 年度のアンケート調査にご協力いただいた施設のうち、本インタビュー調査にご参加の同意を

得られた、調査協力施設とします。 

 

3．調査期間 

対象者への研究の趣旨と協力の依頼は、2018 年 11 月から 12月に実施します。インタビュー調査は、

2019 年 1月から 2019 年 3 月のいずれかの土曜日か日曜日半日を予定しております。詳細は、正式な

招聘状の送付により、追ってご連絡させていただきます。 

 

4．調査方法 

 研究にご参加いただいた 1都 5県を対象に、各々、熊本大学、九州がんセンター、群馬大学、別

府医療センター、北里大学にお集まりいただき、調査を実施する予定です。 

 インタビュー調査の前に、前回アンケート調査の結果を報告させていただきます。 

 インタビューは、前回アンケート調査でいただいたご回答をもとに、主に、その内容が、患者・

家族の方々のニーズなのか、施設担当者のニーズなのか、などを確認する形式で行い、ご回答時

に加え、追加すべき事項があれば、これをお聞きいたします。 

 また、対象者の回答に応じ、調査対象施設ご担当者の感じる相談ニーズ、連携ニーズ、がん患者

さん、ご家族の生活・療養支援に必要な情報や相談対応に関する内容を追加してお伺いします。 

 インタビューは、研究者ならびに地域の認定がん医療ネットワークナビゲーターが行い、60 分

程度を予定しています。 

 インタビュー終了の際には、十分に回答できたかどうかを確認してから終了します。 

 

5．交通費・謝金  

厚生労働科学研究費の規定に応じ、銀行振り込みにてお支払いいたします。 
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返信用ＦＡＸ用紙 
調査対象施設用 

 

平成 30 年  月  日 

 

返信先 ： FAX 027-220-7963 

群馬大学大学院医学系研究科病態腫瘍薬理学講座 
〒371-8511 群馬県前橋市昭和町 3-39-22 

TEL：027-220-7960 
西山 正彦 行 

 
 
ご施設・部署名：                               
ご担当者氏名：                                
ご連絡先：〒                                  
e-mail：                        TEL：                    
 

 
ご回答 

 
Ⅰ.インタビュー調査 

 
 
１． ご参加の可否 
 
☐ 可   ☐  不可  ☐ その他（                  ） 
 
２． 調査会場  
 
☐ 福岡  ☐ 熊本  □ 群馬  □ 大分  □ 東京  □ 神奈川 
 
Ⅱ．参加可能日程（ご参加可能な日に丸をお付けください。） 
  

1 月 2 月 3 月 
5 日

（土） 
 2 日

（土） 
 2 日

（土） 
 

6 日
（日） 

 3 日
（日） 

 3 日
（日） 

 

12 日
（土） 

 9 日
（土） 

 9 日
（土） 

 

13 日
（日） 

 10 日
（日） 

 10 日
（日） 

 

19 日
（土） 

 16 日
（土） 

 16 日
（土） 

 

20 日
（日） 

 17 日
（日） 

 17 日
（日） 
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26 日
（土） 

 23 日
（土） 

 23 日
（土） 

 

27 日
（日） 

 24 日
（日） 

 24 日
（日） 

 

    30 日
（土） 

 

    31 日
（日） 
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資料４ 

 

 

 

 

 

 
 

群馬会場 
神奈川 

（相模原）会場 
福岡会場 大分会場 熊本会場 

会場 群馬大学 北里大学 九州がんセンター 別府医療センター 熊本大学 

日時 H31/ 1/19 H31/ 1/27 H31/ 2/ 9 H31/ 2/ 16 H31/ 3/ 2 

回答施設参加数 16 9 26 9 19 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

シニア・ナビゲーター(名) 5 4 7 3 11 

ナビゲーター（名） 6 8 9 6 5 

研究者（名） 6 4 8 5 7 

 
アンケート調査 
 
 
 
 
 
 

                     

 
(n=79)  
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資料５ 
 



 

25 
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27 
 

資料６ 
 
2018 年度 日本癌治療学会がん医療ネットワークナビゲーター制度スケジュール 
2018 年 

4 月 14 日 コミュニケーションスキルセミナー in 福岡（福岡国際会議場） 

7 月 8 日 コミュニケーションスキルセミナー in 大宮（ソニックシティ） 

10 月 18 日 認定がん医療ネットワークナビゲーターによる検証ワークショップ（パシフィコ横浜） 

10 月 19 日 認定がん医療ネットワークナビゲーター地域指導責任者・実地見学施設説明会 

（パシフィコ横浜） 

10 月 20 日 コミュニケーションスキルセミナー in 横浜（パシフィコ横浜） 

10 月 20 日 認定がん医療ネットワークナビゲーターと委員による相互交流会 （パシフィコ横浜） 

2019 年 

3 月 17 日 コミュニケーションスキルセミナー in 岡山（岡山コンベンションセンター） 

 

コミュニケーションスキルセミナー プログラム 
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資料７ 
日本癌治療学会がん医療ネットワークナビゲーター制度実地見学施設 (2019.2.13 時点) 
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資料８ 
日本癌治療学会認定がん医療ネットワークナビゲーター 
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資料９ 
 
報道された認定がん医療ネットワークナビゲーター制度（例） 
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資料１０ 
地域の相談支援体制に組み込まれる認定がん医療ネットワークナビゲーター制度 

 
     

 

  

神奈川県 日本癌治療学会と連携して、相談支援センターでの相談につ

なげる役割を担う「認定がん医療ネットワークナビゲーター」を活用する

など、相談支援の充実へ 

三重県津市市役所で月に 1 回程

度ナビゲーターが患者相談支援を

受けれる体制を整備 
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資料１１ 
がん医療ネットワークナビゲーター制度有効性検証（ナビゲーター・アンケート調査） 
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